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４．都市機能 

(１) 都市機能の分布

●市街化区域においては、徒歩圏域内に日常生活の利便を支える都市機能が立地している。

●市街化調整区域においては、鉄道駅や主要集落周辺にこうした都市機能が立地している。

（医療施設） 

・ 市域西部の臨海部周辺の一部の工業地を除いて、市街化区域は医療施設の徒歩圏域により概ね

カバーされています。

・ 一方、市街化調整区域においては、駅周辺の一部を除いて徒歩圏域外の地域が多くを占めていま

す。

図表 医療施設の分布状況（H30） 

注）図示する医療施設：病院（病床数 20 床以上）及び診療所（歯科を除く）

（出典：豊橋市医師会 HP）
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（学校施設） 

・ 市域西部の臨海部周辺の一部の工業地を除いて、市街化区域は小学校の徒歩圏域により概ねカ

バーされています。 

・ 市街化調整区域においては、一部を除いて徒歩圏域外の地域が多くを占めています。主要な集落は

小学校に関してはカバーされていますが、中学校に関しては徒歩では通学できない地域が多くみられま

す。 

図表 学校施設の分布状況（H25） 

注）図示する学校施設：小学校、中学校、高等学校、養護学校 （出典：国土数値情報）
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（商業施設） 

・ 臨海部の工業専用地域を除いて、市街化区域は商業施設の徒歩圏域により概ねカバーされていま

す。 

・ 市街化調整区域においては、コンビニエンスストア等の日常生活の利便を支える商業施設の徒歩圏

域がカバーされていない地域が多く見られます。 

図表 商業施設の分布状況 

注）図示する商業施設：大規模小売店（店舗面積 1,000 ㎡以上）、スーパーストア、ドラッグストア、

コンビニエンスストア  
（出典：全国大型小売店総覧 2020、i タウンページデータベース）
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（福祉施設） 

・ 臨海部の工業地の一部を除いて、市街化区域は高齢者福祉施設の徒歩圏域により概ねカバーされ

ています。 

・ 市街化調整区域においては、一部の鉄道駅周辺等を除いて徒歩圏域がカバーされていない地域が

多く見られます。 

図表 高齢者福祉施設の分布状況 

注）図示する福祉施設：通所系施設、訪問系施設、小規模多機能施設 

（出典：厚生労働省介護サービス情報公開システム）
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（子育て支援施設） 

・ 市域西部の臨海部周辺の一部の工業地を除いて、市街化区域は子育て支援施設の徒歩圏域に

より概ねカバーされています。 

・ 市街化調整区域においては、徒歩圏域外の地域が多くを占めていますが、駅周辺や主要な集落はカ

バーされています。 

図表 子育て施設の分布状況（保育園：H22、幼稚園：H27） 

注）図示する子育て支援施設：保育園、幼稚園 

（出典：国土数値情報）
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５．産業構造 

(１) 就業・従業構造 

●本市に常住する就業人口は、平成 17 年をピークに減少傾向にある。

●本市で従業する従業人口は、平成７年をピークに減少傾向にある。６割強を占める第３次産

業は概ね横ばい、３割弱を占める製造業については、従業人口、シェアともに減少傾向にあ

る。 

（就業人口・生産年齢人口） 

・ 本市内に常住する就業者の平成２年～27 年の 25 年間の推移を国勢調査によりみると、就業者

総数は平成 17 年の 194,236 人をピークとして以降わずかに減少傾向にあり、これは本市の生産年

齢人口の推移と概ね同様の傾向となっています。 

・ 本市の代表的な産業である製造業及び第 3 次産業（サービス業等）について、就業人口の内訳を

みると、製造業が概ね３割弱、第３次産業は概ね６割前後で推移しています。 

図表 就業人口と生産年齢人口の推移

（出典：国勢調査） 

図表 就業人口のうち本市の代表的な産業である製造業・第３次産業就業人口の占める割合の推移 

H2 H7 H12 H17 H22 H27 

製造業 30.3% 25.0% 27.7% 26.5% 25.1% 26.7% 

第３次産業 52.0% 82.1% 55.6% 58.1% 62.0% 60.5% 

（出典：国勢調査）
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（製造業・第３次産業の従業人口） 

・ 本市内で従業する就業者（従業人口）の平成２年～27 年の 25 年間の推移を国勢調査により

みると、総数は平成 7 年の 191,783 人をピークとして以降わずかに減少傾向にあります。このうち製

造業従業人口は過去 25 年間で約 19％減となっている一方、第３次産業については約 19％増と

なっています。 

・ 本市の代表的な産業である製造業及び第 3 次産業（サービス業等）について、従業人口の内訳を

みると、製造業が概ね２割台で、25 年間で次第に比率が低下しています。第３次産業は次第に増

加したのち、近年は概ね６割強で推移しています。 

図表 従業人口の推移 

（出典：国勢調査） 

図表 従業人口のうち市の代表的な産業である製造業・第３次産業就業人口の占める割合の推移 

H2 H7 H12 H17 H22 H27 

製造業 27.2% 25.0% 23.9% 22.4% 20.6% 21.8% 

第３次産業 54.7% 57.1% 58.8% 61.5% 65.8% 64.5% 

（出典：国勢調査）
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(２) 農業の動向 

●県内有数の農業生産額を有するが、過去 10 年間では経営耕地面積、専業農家数、農業産

出額ともに減少傾向にある。 

・ 本市は、県内有数の農業産出額（農業粗生産額）を有していますが、その生産基盤となる経営耕

地面積と専業農家数の平成 17～27 年の 10 年間の推移をみると、耕地面積、専業農家数ともに

減少傾向にあります。 

・ 経営耕地面積では、最も面積が多い畑が 10 年間で約 7％減、水田が 17％減、樹園地が 22％

減となっています。専業農家数は約 11％減少、農業産出額も約 27％減となっています。 

図表 経営耕地面積、専業農家数、農業産出額の動向 

H17 H22 H27 H17-27 減少率

田(ha) 1,997 1,938 1,656 17.1% 

畑(ha) 3,191 3,246 2,964 7.1% 

樹 園 地(ha) 688 674 538 21.8% 

専業農家数（件） 1,503 1,412 1,343 10.6% 

  H7 H12 H17 H27 H7-27 減少率

農業産出額 

（千万円） 5,688 5,293 4,952 4,134 27.3% 

(出典：愛知県農林業センサス) 
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図表 愛知県推計農業産出額（H29） 

(出典：平成 29 年市町村別農業産出額（推計）)

8,204

4,134

1,676

1,650

1,500

892

840

801

797

755

711

698

591

530

514

500

487

477

408

354

353

306

296

280

276

252

202

201

172

153

139

132

128

108

108

95

85

75

67

64

61

59

58

44

41

38

37

36

35

35

28

17

6

6

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

田原市

豊橋市

西尾市

豊川市

愛西市

豊田市

稲沢市

岡崎市

新城市

半田市

安城市

碧南市

小牧市

蒲郡市

常滑市

弥富市

南知多町

東海市

美浜町

幸田町

一宮市

大府市

名古屋市

武豊町

阿久比町

設楽町

東浦町

知多市

みよし市

瀬戸市

刈谷市

あま市

飛島村

春日井市

津島市

豊明市

扶桑町

犬山市

江南市

日進市

東郷町

清須市

北名古屋市

岩倉市

高浜市

知立市

大治町

東栄町

大口町

蟹江町

長久手市

尾張旭市

豊山町

豊根村

（円）



58

11,739 
12,280 

14,212 14,261 

10,903 
11,503 

10,922 10,961 11,267 

12,367 
13,015 

13,486 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ28 Ｈ29

（億円）

(３) 工業（製造業）の動向 

●平成 20 年の「リーマンショック」の影響から徐々に回復し、製造品出荷額等は近年増加

傾向がみられる。 

●従業者数は概ね横ばい、事業所数は減少傾向にある。 

・ 製造品出荷額等を平成 17～28 年の 11 年間の推移でみると、平成 20 年の 14,261 億円をピー

クに翌 21 年には 10,903 億円と約 24％急減したのち、徐々に回復傾向にあり、平成 28 年には

13,015 億円と、概ね 10 年前の水準と同等となっています。これは、いわゆる「リーマンショック」による

世界的な経済動向の影響によるものと推測されます。 

・ 東三河地域の都市の中では、1 事業所あたりの製造品出荷額等は田原市、新城市に次ぐ 3 番目

であり、人口あたり製造品出荷額等は、蒲郡市に次いで低くなっています。 

・ 従業者数は平成 19 年をピークにその後減少し、平成 21 年以降は約３万人強の水準で推移して

います。また従業者４人以上の事業所数は平成 17 年以降減少傾向にあり、平成 17 年から約

17％減となっています。 

図表 製造品出荷額等の推移 

 (出典：工業統計調査) 

図表 1 事業所あたり及び人口あたりの製造品出荷額等 

（出典：工業統計調査地域別統計表、国勢調査） 
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図表 第 1 種中高層住居専用地域内の土地利用構成 

（出典：都市計画基礎調査）

・ 多くの地域が住居系に特化した土

地利用となっており、面的な広がり

のある地域においては、日常生活

の利便のための商業系土地利用

が不足している可能性もあります。 
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(４) 商業（卸売業・小売業）の動向 

●平成６年以降の長期的な動向として、商店数、従業者数、商品販売額ともに減少傾向にあ

るが、平成 26 年から 28 年にかけての直近の動向としては、卸売業の販売額を除いて増加

に転じている。 

●小売吸引力は 0.92 で、東三河都市計画区域のなかでは蒲郡市、田原市と並ぶ水準。 

（卸売業） 

・ 卸売業の商店数、従業者数、年間商品販売額の動向を、平成６年～24 年の推移でみると、いず

れも減少傾向にあります。直近の動向を平成 26～28 年の比較でみると、商店数は 877 件から

963 件と約 10％の増加、従業者数は 8,738 人から 9,260 人と約 6％の増加がみられます。一方

商品販売額は、8,781 億円から 6,990 百億円と、約 20％減少しています。 

（小売業） 

・ 小売業の商店数、従業者数、年間商品販売額の動向を、平成６年～24 年の推移でみると、卸売

業と同様に減少傾向にあります。直近の動向を平成 26～28 年の比較でみると、商店数は 2,168

件から 2,354 件と約 9％、従業者数は 16,520 人から 19,406 人と約 18％、商品販売額は

3,315 億円から 3,909 億円と約 18％、それぞれ増加しています。 

・ 小売吸引力は 0.92 で、東三河都市計画区域の市のなかでは蒲郡市、田原市と並ぶ水準となって

います。 

図表 商業（卸売業・小売業）の動向（従業者 4 人以上） 

【卸売業】 

 (出典：商業統計調査（H24 は経済センサス））
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【小売業】 

(出典：商業統計調査（H24 は経済センサス） 

注）平成 19 年調査と 26 年調査では産業分類、調査方法の大幅な変更があった。また平成 24 年データは経済セ

ンサスによるもので、他の年度の商業統計調査と集計対象範囲が異なっている。これらのことから、平成

19、24、26 年の数値の比較はできない。 

図表 小売吸引力の東三河都市比較（H28 小売年間商品販売額、H27 人口） 

(出典：商業統計調査、国勢調査） 

注）小売吸引力指数：各市の人口 1人当たりの小売販売額を県の 1人当たりの小売販売額で除したもの。地域

が買物客を引き付ける力を表す指標。指数が 1.00 以上の場合は、買物客を外部から引き付け、1.00 未満

の場合は、外部に流出しているとみることができる。 
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図表 豊橋市における消費者購買動向（H21）

(出典：平成 22 年消費者購買動向調査結果報告書・三河部における動向）
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(５) 観光の動向 

●神事、祭事などの歴史ある行事のほか動植物園、美術博物館等の施設が主要な観光資源。

●年間入込客数は約 187 万人で、東三河都市計画区域の市のなかでは最も少ない。 

・ 平成 29 年における本市の年間観光入込客数は約 187 万人で、東三河都市計画区域内各市の

なかでは最も少ない状況にあります。 

・ 年間 10 万人程度以上の入込客数のある観光資源としては、豊橋総合動植物公園（平成 29 年

約 82 万人）、豊橋まつり（平成 28 年約 65 万人）、豊橋市美術博物館（平成 29 年約 17

万人）、賀茂しょうぶ園の花しょうぶまつり（平成 29 年約 20 万人）、吉田神社の豊橋祇園祭

（平成 29 年約 11 万人）、視聴覚教育センター・地下資源館（平成 29 年約 8 万人）が挙げ

られます。 

図表 東三河都市計画区域各市の観光入込客数の比較（H29） 

（出典：観光レクリエーション利用者数統計） 

図表 観光入込客数の動向 

 (出典：観光レクリエーション利用者数統計） 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

鬼祭（安久美神戸神明社） 80,000 80,000 16,000 46,000 33,000 15,000 26,000 13,000

豊橋市  うめまつり 40,000 40,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000

豊橋市  さくらまつり 46,000 30,500 43,000 30,000 40,000 40,000 35,000 40,000

豊橋市  花しょうぶまつり(賀茂しょうぶ園) 195,000 193,000 194,000 204,000 190,000 200,000 200,000 200,000

豊橋祇園祭（吉田神社） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 110,000 110,000 110,000

豊橋みなとフェスティバル 33,000 25,000 36,000 35,000 40,000 35,750 36,000

炎の祭典 55,000 55,000 55,000 56,000 57,000 56,000 58,000 58,000

羽田祭（羽田八幡宮） 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

豊橋まつり 540,000 495,000 550,000 330,000 600,000 620,000 650,000 162,000

普門寺 23,000 23,000 27,004 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000

豊橋総合動植物公園 683,279 671,928 687,789 693,676 680,912 734,524 802,495 823,782

二川宿本陣資料館 36,555 37,594 32,196 35,245 37,512 37,281 52,894 43,566

豊橋市美術博物館 215,837 161,676 158,015 213,061 169,218 160,602 159,693 173,098

視聴覚教育センター・地下資源館 126,413 97,194 105,485 91,328 93,125 93,227 86,463 82,448

葦毛湿原 41,346 33,940 30,479 32,231 26,300 28,533 33,038 39,829

合計 2,225,430 2,053,832 2,086,968 1,936,541 2,137,067 2,200,917 2,283,583 1,851,723
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図表 観光入込客数の動向 

（出典：観光レクリエーション利用者統計） 



65 

６．都市施設 

(１) 都市計画道路の整備状況

●60 路線、総延長約 265.1km が都市計画決定され、整備率は 68.9％。 

・ 自動車専用道路２路線、幹線道路 54 路線、歩行者専用道路４路線の計 60 路線、総延長約

265.1km が都市計画決定されており、うち約 182.6km が改良済（整備率 68.9％）となってい

ます。 

図表 都市計画道路整備状況一覧（平成 31 年 3 月末日現在） 

（出典：H31 豊橋の都市計画資料編） 

決定 変更(直近)

1 ･4 ･1 名豊道路
29.75

(19.75～163)

約690

(約17,610)
4 H3.11.25 H22.12.24 約690

1 ･4 ･2 名豊道路
20.5

(19.75～51)
約13,100 4 S61.6.6 H22.12.24 約13,100

3 ･1 ･5 前芝豊川線 40
約3,350

(約12,290)
6 S40.3.24 H22.12.24 約3,350

3 ･1 ･6 名豊道路
41

(19～72)
約9,400 4 S49.5.8 H22.12.24 約9,400

3 ･1 ･27 東三河臨海道路
55

(22.5～65)
約12,720 4 S49.5.8 H22.12.24 約5,600

3 ･2 ･3 豊橋鳥羽線 30
約13,540

(約20,290)
4 S3.2.4 H22.12.24 約7,730

3 ･2 ･4 東三河環状線
30

（23.5～35）

約21,980

(約36,240)
4 S40.3.24 H22.12.24 約7,440

3 ･2 ･66 西駅通 30 約1,140 4 S21.6.27 H22.12.24 約1,140

3 ･2 ･79 くすの木通 30 約630 4 H3.3.1 H22.12.24 約630

3 ･3 ･8 石巻赤根線 22
約13,780

(約19,800)
4 S3.2.4 H22.12.24 約13,060

3 ･3 ･23 豊橋豊川線 24
約3,850

(約7,650)
4 S3.2.4 H22.12.24 約3,850

3 ･3 ･33 名豊線 24
約990

(約18,840)
4 S40.3.24 H22.12.24 約310

3 ･3 ･35 吉田方線 22 約6,590 4 S3.2.4 H22.12.24 約6,090

3 ･3 ･78 牟呂通 22 約6,320 4 S3.2.4 H22.12.24 約6,320

3 ･4 ･1 国道１号線 21.5
約16,870

(約31,400)
4 S3.2.4 H22.12.24 約14,540

3 ･4 ･9 磯辺下地大岩線 16 約7,580 2 S3.2.4 H22.12.24 約7,580

3 ･4 ･11 大岩中原線 16 約5,420 2 S36.3.16 H22.12.24 約5,420

3 ･4 ･18 小松原街道線 20 約5,980 2 S3.2.4 H22.12.24 約4,812

3 ･4 ･26 花田大崎線 20 約10,650 2 S3.2.4 H22.12.24 約5,350

3 ･4 ･32 南栄伊古部線 16 約7,540 2 S40.3.24 H22.12.24 約2,842

3 ･4 ･37 一色高洲線 16 約5,170 2 S3.2.4 H22.12.24 約1,581

3 ･4 ･39 牛川町線 16 約1,620 2 H3.3.1 H22.12.24 約1,000

3 ･4 ･40 老津赤沢線 16 約3,090 2 S46.3.31 H22.12.24 約2,330

3 ･4 ･42 大岩富士見線 16 約3,330 2 S40.3.24 H22.12.24 ―

3 ･4 ･43 大清水赤沢線 16 約2,120 2 S56.4.6 H22.12.24 約1,360

3 ･4 ･44 大清水町線 16 約5,730 2 S40.3.24 H22.12.24 約3,993

3 ･4 ･64 豊橋駅前通 20 約2,030 4 S3.2.4 H22.12.24 約2,030

3 ･4 ･65 中野町線 16 約1,860 2 S40.3.24 H22.12.24 約1,860

3 ･4 ･75 前芝国府線 16
約470

(約5,630)
2 S40.3.24 H22.12.24 ―

3 ･4 ･77 三ツ山通 16 約900 2 H12.10.31 H22.12.24 約150

3 ･4 ･301 下地牛川線 16 約4,450 2 S3.2.4 H22.12.24 約2,900

3 ･4 ･302 山田原線 16 約10,330 2 S40.3 H29.1.11 約3,216

3 ･4 ･303 二川南駅前通 20 約230 2 H10.4.3 H22.12.24 約230

3 ･4 ･307 大池線 20 約1,390 2 S21.6.27 H22.12.24 約1,390

3 ･4 ･310 汐田通 16 約1,600 2 H12.10.31 H22.12.24 約780

3 ･4 ･312 東松山大岩線 20 約4,330 2 S21.6.27 H22.12.24 約2,975

3 ･4 ･317 元浜通 16 約1,100 2 H12.10.31 H22.12.24 約185

3 ･4 ･318 弥生町線 16 約1,970 2 S40.3.24 H22.12.24 約970

3 ･4 ･319 吉前線 16 約2,580 2 S40.3.24 H22.12.24 約1,975

3 ･5 ･7 東田北線 15 約5,740 2 S3.2.4 H22.12.24 約5,740

3 ･5 ･17 湖西東細谷線 14.5 約210 2 S56.8.17 H22.12.24 約210

3 ･5 ･45 大西東脇線 12 約1,690 2 S58.11.16 H22.12.24 約1,390

3 ･5 ･47 外郭線
15

（12～26）
約10,570 2 S3.2.4 H22.12.24 約4,360

3 ･5 ･73 三弥細谷線 12 約4,040 2 S36.3.16 H26.9.26 約4,040

3 ･5 ･304 飯村町線 12 約1,360 2 S54.11.29 H22.12.24 約1,360

3 ･5 ･305 岩崎町線 15 約3,320 2 S3.2.4 H29.3.24 約3,320

3 ･5 ･306 牛川西部線 12 約830 2 H3.3.1 H22.12.24 約830

3 ･5 ･308 大岩寺沢線 12 約3,820 2 S61.6.6 H26.3.4 約2,495

3 ･5 ･309 佐藤町線 12 約750 2 S54.11.29 H22.12.24 約750

3 ･5 ･311 花中線 15 約1,440 2 S40.3.24 H22.12.24 約1,140

3 ･5 ･313 福岡東部線 12 約2,900 2 S54.11.29 H22.12.24 約2,900

3 ･5 ･314 富士見台線 12 約1,630 2 S56.4.6 H22.12.24 約1,630

3 ･5 ･315 前芝西小坂井線 12 約300 2 S40.3.24 H22.12.24 ―

3 ･5 ･316 前田豊川線 15 約4,930 2 S3.2.4 H22.12.24 約1,950

3 ･5 ･320 雲谷町線 12 約1,980 2 H22.12.24 H22.12.24 ―

3 ･5 ･322 雲谷三弥線 12 約740 2 H26.9.26 H26.9.26 ―

8 ･7 ･301 歩行者専用道路豊橋１号 6 約1,430 S54.11.29 H22.12.24 約1,430

8 ･7 ･302 歩行者専用道路豊橋２号 6 約290 S54.11.29 H22.12.24 約290

8 ･7 ･303 歩行者専用道路豊橋３号 6 約410 S54.11.29 H22.12.24 約410

8 ･7 ･304 歩行者専用道路牛川町１号線 6 約310 H3.3.1 H22.12.24 約138

合計
約265,110

(約434,860)

約182,562

(68.86%)

番号 路線名 幅員（ｍ） 延長（ｍ）
車線

の数

計画決定年月日 改良済

延長（ｍ）
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図表 廃止候補並びに新規候補区間図 

（出典：豊橋市都市計画道路見直し結果） 
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(２) 都市公園の整備状況 

●385 箇所 299.23ha の都市公園、緑地が整備されている。 

●人口一人あたり公園面積は 10.05 ㎡で、全国平均を若干下回るものの、愛知県平均を大き

く上回る水準で整備されている。 

・ 街区公園 341 箇所（53ha）、近隣公園 12 箇所（16.8ha）、地区公園５箇所（27.6ha）、

総合公園５箇所（116ha）、運動公園３箇所（49.3ha）、緑地 19 箇所（36ha）、総計

385 箇所 299.23ha が整備されています。 

・ 都市公園の市域人口一人あたり面積は平成 29 年時点で 10.05 ㎡であり、全国の平均を若干下

回るものの、愛知県の平均を大きく上回る整備水準となっています。 

図表 都市公園の市民一人あたり面積の推移

（出典：平成 31 年度版豊橋の公園緑地資料編） 
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図表 都市公園の整備状況 

（出典：平成 31 年度版豊橋の公園緑地資料編）

公園名 供用面積（ha） 公園名 供用面積（ha） 公園名 供用面積（ha） 公園名 供用面積（ha） 公園名 供用面積（ha）
曙公園 0.15 中島公園 0.20 むつみね台南公園 0.18 笠松公園 0.02 西幸第二公園 0.01

旭中町公園 0.05 中世古公園 0.02 牟呂大塚公園 0.28 笠松南公園 0.02 西物草公園 0.01
東田仲の町公園 0.16 中橋良公園 0.11 元屋敷公園 0.20 賀茂公園 0.08 ニノ割公園 0.03

新子公園 0.31 浪ノ上公園 0.22 守下公園 0.32 管石公園 0.02 ニノ割第二公園 0.01
石巻中野公園 0.32 南郷公園 0.21 薬師公園 0.32 北池上公園 0.02 野田公園 0.07

市場公園 0.24 二軒茶屋公園 0.29 八剣公園 0.05 北裏北公園 0.03 野田第二公園 0.01
一色公園 0.04 西河原公園 0.50 山崎公園 0.21 北裏西公園 0.10 野田第三公園 0.02

一本木公園 0.22 西新町公園 0.05 弥生公園 0.07 北裏東公園 0.04 野依神戸坂公園 0.01
稲ン場公園 0.08 西南代公園 0.66 弥六公園 0.36 北小向公園 0.02 野依台上西山公園 0.05

井ノ瀬公園 0.38 西ノ山公園 0.22 行合公園 0.93 北小向第二公園 0.02 野依台第一公園 0.08
井原第二公園 0.34 西林公園 0.23 横手公園 0.20 北沢公園 0.01 野依台第二公園 0.35

居村公園 0.24 西山第一公園 0.33 吉川公園 0.08 北島第二公園 0.01 野依台第三公園 0.10
入船公園 0.11 西山第二公園 0.27 吉田公園 0.30 北原公園 0.02 野依台第四公園 0.02

岩鼻公園 0.33 二本松西公園 0.08 吉田方公園 0.24 北山公園 0.02 野依台第五公園 0.17
上野公園 0.09 野川公園 0.25 萬口公園 0.65 町畑第二公園 0.10 野依台中央公園 0.50

牛川東郷公園 0.53 野中公園 0.24 若狭公園 0.26 久保田公園 0.10 野依台西山公園 0.09
宇塚公園 0.30 野中第二公園 0.18 若松中央公園 0.25 黒潮台公園 0.16 野依台西山第二公園 0.12

老津公園 0.68 柱第一公園 0.39 若宮公園 0.06 小池鉄山公園 0.03 野依台西山第三公園 0.03
大塚公園 0.33 柱第二公園 0.98 曙宮前第二公園 0.01 郷前公園 0.01 野依若松公園 0.03

大西公園 0.21 柱七番町公園 0.18 吾妻公園 0.13 小谷公園 0.04 乗小路公園 0.03
桶口下公園 0.24 羽田上公園 0.11 石巻川添公園 0.03 小谷池公園 0.19 乗小路第二公園 0.14

織目公園 0.25 花田公園 0.28 井原公園 0.04 古並公園 0.04 乗小路第三公園 0.02
笠松北公園 0.20 花中公園 0.15 飯村第二公園 0.03 古並第二公園 0.05 乗小路第四公園 0.04

鍛冶町公園 0.03 花中第二公園 0.21 飯村高山公園 0.03 菰口第二公園 0.05 乗小路第五公園 0.04
春日公園 0.17 花の木公園 0.23 飯村西山公園 0.03 西郷第一公園 0.04 白山公園 0.02

神吉下公園 0.23 羽根井公園 0.35 飯村西山第二公園 0.01 西郷第二公園 0.03 花中第三公園 0.03
川添公園 0.21 林公園 0.22 飯村西山第三公園 0.02 西郷第三公園 0.03 羽根井西町公園 0.01

川西公園 0.20 火打坂南公園 0.07 岩屋下公園 0.02 桜公園 0.02 ハノ割公園 0.02
北春日公園 0.35 ヒカイ公園 0.24 岩屋下第二公園 0.01 沢渡公園 0.05 ハノ割第二公園 0.02

北郷中公園 0.25 東先原公園 0.28 岩屋下第三公園 0.51 汐崎公園 0.05 浜池公園 0.30
北島公園 0.18 東脇公園 0.86 植田公園 0.11 下角庵公園 0.04 蛤沢公園 0.26

北田公園 0.23 百北公園 0.15 植田中ノ堀公園 0.01 下川公園 0.19 火打坂公園 0.01
切替公園 0.22 平川公園 0.15 植田奥ノ谷公園 0.01 下地公園 0.08 東荒田公園 0.01

草間公園 0.14 平川本町公園 0.22 植田西ヶ谷公園 0.01 下渡公園 0.02 東浦公園 0.03
公文公園 0.21 平子公園 0.42 牛川郷道公園 0.02 城山公園 0.04 東浦第二公園 0.01

黒福公園 0.40 広畑公園 0.45 内田公園 0.02 新東上公園 0.02 東幸公園 0.19
九ツ橋公園 0.25 富士見台第一公園 0.35 雲谷公園 0.01 水神公園 0.02 東脇南公園 0.01

五反田公園 0.25 富士見台第二公園 0.12 江島公園 0.02 水神第二公園 0.02 日雇取公園 0.02
古伝公園 0.25 富士見台第三公園 0.25 老津池上公園 0.31 測点第一公園 0.02 富久縞公園 0.61

小畷公園 0.50 富士見台第四公園 0.64 大穴公園 0.01 測点第二公園 0.03 富士見台第五公園 0.02
小松公園 0.09 二川公園 0.18 大岩公園 0.07 測点第三公園 0.01 富士見台第六公園 0.03

菰口公園 0.07 本郷公園 0.22 大岩北山公園 0.02 平東公園 0.02 富士見台第七公園 0.02
作神公園 0.21 真裏口公園 0.35 大岩第二公園 0.04 滝ノ谷公園 0.01 ホノ割公園 0.03

佐藤公園 0.68 前田西公園 0.17 大岩第三公園 0.04 忠興公園 0.01 ホノ割第二公園 0.02
三本木中央公園 0.15 前田東公園 0.22 大岩第四公園 0.03 立岩公園 0.13 前荒田公園 0.03

潮満公園 0.21 前田南公園 0.30 大岩第五公園 0.21 タノ割公園 0.02 前芝公園 0.40

七面公園 0.24 牧野町中央公園 0.19 大岩南町裏公園 0.03 知原公園 0.12 牧野公園 0.01
神明公園 0.21 松葉公園 0.57 大崎公園 0.10 知原小公園 0.10 牧野北公園 0.01

蝉川公園 0.26 松原公園 0.10 大崎第二公園 0.07 中央公園 0.41 牧野北原公園 0.01
蝉川第二公園 0.19 松山公園 0.32 大清水小公園 0.02 寺門公園 0.02 町畑公園 0.02

高柳公園 0.07 緑ケ丘公園 0.46 大清水第一公園 0.60 天伯第一公園 0.15 松井公園 0.05
田尻前公園 0.28 湊町公園 0.54 大清水第二公園 0.11 天伯第二公園 0.18 三ツ相第二公園 0.01

立合公園 0.36 南旭公園 0.08 大清水第三公園 0.60 天伯第三公園 0.09 三ツ相第三公園 0.03
築地公園 0.03 南池上公園 0.26 大清水第四公園 0.13 東上紫雲庵池公園 0.47 三ツ相第四公園 0.02

寺東公園 0.24 南瓦町公園 0.06 大清水第五公園 0.12 東明公園 0.05 南裏公園 0.03
寺前公園 0.27 南小池公園 0.08 大清水第六公園 0.14 土橋公園 0.02 三ノ輪公園 0.09

東光公園 0.17 南島公園 0.03 大清水第七公園 0.13 豊美第二公園 0.06 三ノ輪東公園 0.09
東郷公園 0.14 南羽根井公園 0.22 大清水第八公園 0.11 長尾公園 0.02 向山東町公園 0.21

道満公園 0.36 南脇公園 0.20 大清水第九公園 0.15 中西第一公園 0.04 向河原公園 0.02
外神公園 0.22 三ノ輪中央公園 0.24 大清水第十公園 0.33 中西第二公園 0.04 向郷公園 0.02

土亀公園 0.30 宮下公園 0.65 大村公園 0.03 中浜公園 0.05 山神公園 0.02
豊岡公園 0.23 宮前公園 0.30 大脇公園 0.03 長山公園 0.01 山腰公園 0.02

豊美第一公園 0.10 宮本公園 0.42 王ケ崎西公園 0.08 浪入向公園 0.01 山腰第二公園 0.04
鳥居前公園 0.30 向田公園 0.15 王ケ崎東公園 0.18 西大山公園 0.01 竜下公園 0.01

中郷公園 0.12 向山大池町公園 0.14 行田公園 0.04 西上公園 0.01 若松公園 0.02
中郷中公園 0.22 向山台町公園 0.16 小野公園 0.02 西小向公園 0.01 若松第二公園 0.01

中沢公園 0.59 向山西町公園 0.14 小野第二公園 0.02 西ノ口公園 0.04 若松第三公園 0.02
中柴公園 0.08 むつみね台北公園 0.20 篭田公園 0.01 西幸公園 0.01 若松第四公園 0.02

和田辻公園 0.03

街区公園

公園名 供用面積（ha）

三本松公園 1.1

半ノ木公園 1.1
小鷹野公園 2.1

多米公園 2.1
桜ケ丘公園 1.2

中山田池公園 1.6

飯村公園 1.4
坪ノ谷公園 1.0

竜ケ池公園 1.8

高師本郷公園 1.4
牟呂大海津公園 1.0

牛川公園 1.0

近隣公園

公園名 供用面積（ha）

牛川遊歩公園 3.7

東田公園 8.9

小池公園 3.3
小浜公園 5.2

牟呂公園 6.5

地区公園

公園名 供用面積（ha）

高師緑地 24.7

豊橋公園 21.6

豊橋総合動植物公園 39.8

幸公園 12.8
向山緑地 17.1

総合公園

公園名 供用面積（ha）

賀茂緑地 1.4

忠興緑地 1.5
向山台緑地 0.2

石巻西川緑地 1.8
飯村緑地 0.0

大清水緑地 0.3

北島河川敷広場 4.2
清須河川敷広場 2.8

沢渡緑地 0.0

城下緑地 0.5
杉山緑地 1.7

豊美緑地 0.1
西七根緑地 1.7

野依台緑地 2.7

浜池緑地 0.4
万場緑地 10.0

前芝緑地 0.0

前田南緑地 0.2
利兵池公園 6.6

緑地

公園名 供用面積（ha）

岩田運動公園 13.8
豊橋総合ｽﾎﾟｰﾂ公園 25.8

明海公園 9.7

運動公園
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図表 都市公園の分布状況 

（出典：豊橋市）
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(３) 下水道の整備状況 

●公共下水道、地域下水道の整備が進み、下水道普及率は約 79％、水洗化率は約 97％。 

・ 本市の下水道処理は、市街化区域においては公共下水道（豊川流域関連公共下水道、単独公

共下水道）、市街化調整区域においては地域下水道（特定環境保全公共下水道、農業集落排

水施設、コミュニティ・プラント等し尿処理施設）により処理されています。 

・ 平成 30 年における下水道処理面積は 5,412ha で、下水道普及率（総人口のうち下水道処理

区域内の居住人口）は 79.37％、水洗化率（下水道整備済区域内に住んでいる人口のうち、既

に水洗便所を設置して汚水を下水道で処理している人口の割合）は 97.21％に達しています。 

図表 下水道の整備状況 

（出典：とよはしの上下水道） 

図表 下水道の普及率と水洗化率 

（出典：とよはしの上下水道）

年度
行政人口

(人)
処理面積

（ha）
処理人口

(人)
水洗化人口

(人)
水洗化率 普及率

H20 384,431 5,129 301,328 288,675 95.80% 78.38%

H21 382,491 5,175 301,354 289,023 95.91% 78.79%

H22 381,631 5,213 301,338 289,856 96.19% 78.96%

H23 380,538 5,245 301,127 289,750 96.22% 79.13%
H24 379,678 5,280 301,230 289,579 96.13% 79.34%
H25 378,530 5,340 302,278 290,467 96.09% 79.86%

H26 377,962 5,373 302,331 291,823 96.52% 79.99%

H27 377,575 5,404 302,416 291,861 96.51% 80.09%
H28 376,886 5,410 300,930 291,227 96.78% 79.85%

H29 376,478 5,412 299,634 290,675 97.01% 79.59%
H30 376,181 5,412 298,576 290,244 97.21% 79.37%

78.38% 78.79% 78.96% 79.13% 79.34% 79.86% 79.99% 80.09% 79.85% 79.59% 79.37%

95.80% 95.91% 96.19% 96.22% 96.13% 96.09% 96.52% 96.51% 96.78% 97.01% 97.21%
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50%
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90%

100%
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普及率 水洗化率

年度
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図表 下水道拡張区域図 

（出典：豊橋市上下水道局）
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(５) 空家の状況 

●本市の空家率は全国の空家率を下回っており、平成 25 年から空家率の減少がみられる。

●空家のうち、その他の一戸建て住宅は平成 25 年より大幅に増加している。

・ 住宅・土地統計調査によると、平成 30 年に本市の空家率は 12.9%であり、平成 25 年の 13.3%

から減少に転じています。平成 25 年に本市の空家率は全国の空家率と概ね同程度になっていました

が、全体的に全国の空家率を下回っています。 

・ 一方、空家の内訳からみると、長屋建・共同住宅・その他の空家数は減っていますが、一戸建の空家

数は増加しています。また、一戸建空家のうち、賃貸用住宅と売却用住宅は大きく減少しているのに

対し、その他の住宅は大幅に増加しています。 

図表 総住宅数、空家数及び空家率の推移 

（資料：住宅・土地統計調査） 
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図表 管理が不適切な空家等の分布 

（資料：平成 29 年豊橋市空家等対策計画） 
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図表 空家等対策アクションプラン概要 
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（資料：平成 29 年豊橋市空家等対策計画・概要版） 
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10．財政 

(１) 財政力指数

●財政力指数は平成 23 年に 1.0 を割り込んだ後、徐々に回復基調にあり、平成 30 年には

0.99。東三河都市計画区域のなかでは田原市に次ぐ水準にある。 

・ 平成 22 年以降の財政力指数の推移をみると、平成 22 年の 1.0 から、その後 0.93 まで低下したの

ち、徐々に回復基調にあり、平成 30 年には 0.99 となっています。 

・ 平成 28～30 年の３ヶ年の平均で東三河都市計画区域の市の比較をすると、田原市が 1.09 と最

も高く、次いで本市 0.99、豊川市 0.88、蒲郡市 0.88、新城市 0.58 であり、東三河地域内では

比較的高い水準ではあるものの、財政需要額が財政収入額を上回ることから、財源の余裕度が十分

とはいえない状況にあります。 

※財政力指数：地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の

過去 3年間の平均値。財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、財源に

余裕があるといえる。 

図表 財政力指数 

(出典：総務省 地方公共団体の主要財政力指標一覧)

1
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(２) 歳入・歳出の状況 

●歳入の約半分を占める市税について、ほぼ横ばい状況にあるなか、歳出面では扶助費が増大

傾向にある。 

・ 平成 30 年度の本市の財政規模は 1,336 億円で、20 年度からの推移をみると徐々に財政規模が

増大する傾向にあります。 

・ 歳入内訳をみると、自主財源として歳入の約半分を占める市税は 600 億円前後ほぼ横ばい状況に

あるのに対し、国や県の支出金が増加傾向にあります。また、歳出のなかでは、扶助費が一貫して増

加傾向にあり、平成 20 年度の 217 億円から 30 年度には 1.55 倍の 337 億円になっています。 

図表 歳入・歳出状況

（出典：平成 30 年度豊橋市行財政白書）
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(３) 公共施設維持更新費

●今後約 50 年間の公共施設の維持・更新のための年間費用は、現在の年間の投資的経費を上

回るものとなる見込みであり、施設の長寿命化等の対策によりコスト削減が図られている。 

・ 今後 50年間で、道路、河川、上下水道などのインフラ施設や公共建築物の維持・更新のために年平

均約 349 億円が必要と推計されており、これは平成 30 年度の投資的経費 337 億円を上回る負

担になります。 

・ これに対し、施設の長寿命化等の措置を講じて経費を削減することにより、年平均の負担額は約 268

億円となる見通しです。 

図表 公共施設の維持・更新費用の資産一覧表 

（出典：平成 29 年豊橋市公共施設等総合管理方針） 

（億円）

削減効果

総額（50年間） 年平均 総額（50年間） 年平均 年平均

建物 約4,700 約94 約3,000 約78 約16

橋りょう 約660 約13 約360 約7 約6

道路（注1） 約2,230 約56 約2,230 約56 ―

河川等（注2） 約900 約18 約860 約17 約1

小計（一般会計分） 約181 約158 約23

水道施設 約3,150 約63 約1,930 約39 約24

下水道施設（注3） 約5,240 約105 約3,550 約71 約34

総計 約349 約268 約81

区分

長寿命化等 実施前 長寿命化等 実施後

（注1）長寿命化の試算は行っていません。総額は40年間で試算しています。

（注2）排水機場のみ長寿命化の試算を行っています。

（注3）一部の施設で長寿命化等の試算を行っています。
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(４) 地価の動向

●徐々に下落傾向がみられるものの、東三河都市計画区域内では最も地下水準が高い。 

・ 市内の住宅地、商業地の地価（㎡あたり）の平成 26 年から令和２年にかけての推移をみると、住

宅地では 79,000 円から 77,875 円へ（減少率 1.4％）、また商業地では 138,800 円から

136,059 へ（減少率 2％）と、いずれもわずかながら下落傾向がみられます。 

・ 住宅地について県内都市比較をすると、東三河都市計画区域内では本市が最も高い水準にあります。

JR東海道本線沿線の主な都市との比較では、岡崎市（103,400円）、安城市（130,500円）、

刈谷市（142,300 円）、大府市（124,300 円）等と比較すると 20～50％低い水準にあり、地

価水準が類似した都市は半田市（76,500 円）、扶桑町（74,900 円）等が挙げられます。 

図表 豊橋市住宅地地価の動向

（出典：地価公示） 

 (出典：地価公示)
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図表 愛知県内都市の住宅地地価の比較（R2）
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図表 中心市街地へ行く主な目的 

（資料：令和元年度市民意識調査報告書） 

11．市民意識・市民活動

(１) 中心市街地について市民意識の把握

●「公共交通機関の乗り換え」が主な目的で中心市街地に行く人が多い。

●中心市街地の活性化を図るには、「魅力ある商業・サービス業の開業促進」は重要であ

る。 

●地域の生活環境について、「公園」の利便性や「自然環境の豊かさ」の快適性に満足して

いる人が多いことに対し、「公共交通」の利便性と「景観整備」の快適性について不満に

思っている人が多い。 

・ 令和元年度に実施した市民意識調査の結果によると、市民が中心市街地に行く場合の主な目的と

して、全体的に「公共交通機関の乗り換え」は最も多く挙げられます。その次は「買い物」と「飲食・喫

茶」です。 

・ 中心市街地を活性化させるには、重要な取り組みとして挙げられたのは「魅力ある商業・サービス業の

開業促進」、「空き店舗や駐車場等の低未利用地の活用」、「自家用車で訪れやすくするサービスの

向上」といった意見です。また、若い世代から、「通りの景観や歩行空間の環境整備」という意見も多く

挙げられています。 

・ 地域の生活環境の利便性をみると、「公園」に満足している人が最も多く、約 47%を占めています。

その次は「コミュニティ施設」です。一方、「公共交通」について、不満に思っている人が多いです。 

・ 地域の生活環境の快適性をみると、「自然環境の豊かさ」と「下水道の整備」に満足している人が多

いが、「景観整備」について不満に思っている人が比較的に多いです。 
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図表 中心市街地を活性化させる取り組み 

（資料：令和元年度市民意識調査報告書） 

図表 地域の生活環境の利便性に対する満足状況 

（資料：令和元年度市民意識調査報告書） 

図表 地域の生活環境の快適性に対する満足状況 

（資料：令和元年度市民意識調査報告書） 
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(２) 産業について市民意識の把握

●若い世代の中で、「地域を代表する産業や企業があること」に対し自慢に思っている人が

比較的に多い。 

・ 本市の自慢できることについての結果をみると、18 歳、19 歳の若い世代の中で、「土産や地域産品

があること」と「地域を代表する産業や企業があること」に対し、自慢に思っている人が多いです。 

図表 豊橋市の自慢できること 

（資料：令和元年度市民意識調査報告書） 
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(３) NPO まちづくり活動 

●市内にいて、まちづくりの NPO 団体は数多く存在し、それぞれ活動を行っている。

●NPO 団体は主に健康づくり、高齢者支援、子育て支援、自然環境などについて活動を行っ

ている。 

・ 本市において、まちづくりの NPO 団体は計 58 団体があります。主に市内の施設を活用し、地域のコ

ミュニケーション、住民同士の助け合い、高齢者・子育て・障がい者などの支援といった目的を図る活

動をしています。また、本市の歴史、文化、自然を守る NPO 団体もあり、地域のイベントを企画した

り、参加したりしています。増加しつつある外国人住民に向けて、様々な支援事業を進める NPO 団

体もあります。 
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図表 まちづくりに関する NPO 活動 
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（続き） 
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（続き） 
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（続き） 
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（続き） 

（資料：東三河市民活動情報サイトどすごいネット） 
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図表 H18～R1 外国籍人口の小学校区別増減状況 

（増減数） 

（資料：豊橋市） 
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二次的住宅

180
賃貸用の住宅

590

売却用の住宅

300

その他の住宅

5,730

一戸建て

6,790

長屋建・

共同住宅・

その他

14,720

一戸建て

5,560

長屋建・

共同住宅・

その他

16,440

二次的住宅

190

賃貸用の住宅

760

売却用の住宅

450

その他の住宅

4,169

（資料：住宅・土地統計調査） 

図表 空家の内訳 

（H25）

（H30）

※住宅・土地統計調査における空家数は住戸の数であるため、長屋建・共同住宅等の場合は建物全体が未利用となっ

ているとは限りません。このため、この項においては一戸建の空家を対象として記載することっとします。 
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（増減率） 

（資料：豊橋市）


